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えんど久子県議ら上京し防衛省などに要望

70

えんど久子のホームページはっぴーえんど・どっとねっとをぜひご覧ください

戦争準備の弾薬庫や訓練はやめろ

文
科
省
に
は
、
学
級
編
成
や
再
任
用
・
非
正
規
教
員
の
待
遇

の
改
善
な
ど
を
要
望
。
厚
労
省
に
は
、
保
育
士
の
処
遇
や
配
置

基
準
の
改
善
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
財
政
支
援
の
継
続
な
ど

を
要
望
。

豊
予
海
峡
ル
ー
ト
や
地
域
交
通
、
国
保
、
介
護
の
人
材
不
足
、

障
が
い
者
の
人
工
呼
吸
器
な
ど
の
災
害
時
用
電
源
な
ど
の
問
題

で
も
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
実
情
を
訴
え
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

「
敷
戸
弾
薬
庫
は
抑
止
力
が
働
い
て
攻
撃
を

防
ぐ
と
言
い
な
が
ら
、
一
方
で
築
城
基
地
が
使

え
な
い
こ
と
を
想
定
し
て
大
分
空
港
で
戦
闘
機

が
訓
練
す
る
な
ん
て
、
お
か
し
い
」
と
斉
藤
由

美
子
大
分
市
議
。

「
戦
闘
機
が
大
分
空
港
を
使
え
ば
、
大
分
空

港
も
攻
撃
さ
れ
る
こ
と
を
心
配
す
る
」
と
、
え

ん
ど
久
子
県
議
。
「
軍
拡
競
争
が
エ
ン
ド
レ
ス

に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
三
上
中
津
市
議
な
ど
、

み
ん
な
で
一
致
し
て
訴
え
ま
し
た
。

１
１
月
１
４
日
、
１
５
日
の
両
日
、
大
分
県
の
日
本
共
産
党
地
方

議
員
団
は
上
京
し
、
政
府
各
省
庁
に
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

防
衛
省
に
は
、
敷
戸
弾
薬
庫
新
設
中
止
・
Ｆ
２
戦
闘
機
に
よ
る
大

分
空
港
利
用
中
止
を
要
請
。
防
衛
省
は
、
抑
止
力
の
向
上
の
た
め
に

弾
薬
庫
は
必
要
、
自
衛
隊
の
築
城
基
地
が
使
用
不
能
に
な
っ
た
時
に

民
間
空
港
を
利
用
す
る
た
め
の
訓
練
だ
、
と
戦
争
を
前
提
の
よ
う
な

答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

「
戦
闘
機
訓
練
が
な
ぜ
大
分
空
港
な
の
か
。
台
湾
有
事
を
想
定
し

て
い
る
の
か
」
と
田
村
貴
昭
衆
議
院
議
員
。

そ
れ
に
は
具
体
的
に
答
え
ず
、
抑
止
力
が
は

た
ら
く
と
繰
り
返
す
防
衛
省
に
「
敷
戸
弾
薬

庫
は
住
宅
地
の
真
ん
中
で
、
攻
撃
の
的
に
な

る
の
で
は
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
」
と
堤

栄
三
県
議
。

戦
闘
機
訓
練
な
ぜ

大
分
空
港
？

抑
止
力
論
と

矛
盾

文
科
省
や

厚
労
省
な
ど
に
も

要
望

防衛省に要望。左から田村貴昭衆議院議員、堤栄三県議、美馬恭子別府

市議、えんど久子県議、大分市議、中津市議。23.11.15．国会内にて

大分空港に着陸したＦ２戦闘機と旅客機。撮影えんど。23.11.13．



大分県議会HP→インターネット中継で本会議の録画などを見ることができます。ぜひご覧ください。

今
の
保
険
証
を
残
す
よ
う
求
め
よ

中小業者や暮らし
えんど久子県議が２０２２年度決算に反対討論

県
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
ポ

イ
ン
ト
を
付
け
て
も
保
有
率
は
１

０
月
末
で
７
４
．
９
％
。
現
行
の

保
険
証
を
残
す
よ
う
求
め
る
べ
き

だ
。コ

ロ
ナ
禍
で
福
祉
保
健
部
の
時

間
外
勤
務
１
０
０
時
間
越
え
は
述

べ
８
１
人
。
土
木
建
築
部
も
時
間

外
勤
務
が
多
く
、
新
規
感
染
症
や

災
害
対
応
の
た
め
職
員
増
を
求
め

る
。女

性
の
貧
困
が
増
え
て
お
り
、

婦
人
相
談
員
は
正
規
化
す
べ
き
だ
。

ホ
ー
バ
ー
貸
付
料
の
減
免
に
反
対

少
人
数
学
級
を
拡
げ
る
べ
き

企
業
立
地
推
進
事
業
費
は
約
２

億
１
５
０
０
万
円
で
４
１
件
立
地

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
誘
致
企
業
の

撤
退
で
雇
用
破
壊
や
地
域
の
衰
退

も
あ
っ
た
。
物
価
高
騰
で
苦
労
し

て
い
る
中
小
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
手
厚
い
支
援
策
を
求
め
る
。

東
九
州
新
幹
線
は
、
並
行
在
来

線
の
疲
弊
な
ど
が
危
惧
さ
れ
、
県

民
に
も
賛
否
両
論
あ
る
。
推
進
あ

り
き
で
な
く
再
検
討
す
べ
き
。

ホ
ー
バ
ー
や
施
設
の
貸
付
料
は

減
免
す
べ
き
で
は
な
い
。

同
和
関
連
の
支
出
に
反
対
。

小
中
学
校
の
教
員
の
欠
員
は
９

月
現
在
４
５
人
。
人
間
ら
し
い
働

き
方
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
、

少
人
数
学
級
を
段
階
的
に
高
校
ま

で
拡
大
す
べ
き
。
県
警
の
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
の
リ
ー
ス
に
反
対
。

１
０
月
１
０
日
～
１
６
日
に

決
算
特
別
委
員
会
の
部
局
別
審

議
が
行
わ
れ
、
堤
栄
三
・
え
ん

ど
久
子
の
両
県
議
は
、
道
路
や

河
川
の
草
刈
り
予
算
増
額
な
ど
、

連
日
５
０
項
目
余
り
に
わ
た
り

質
問
し
、
新
年
度
予
算
に
反
映

さ
せ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

大
分
県
の
昨
年
度
の
一
般
会

計
歳
入
決
算
は
、
約
７
７
８
８

億
５
４
０
０
万
円
。

１
２
月
４
日
の
本
会
議
で
、

え
ん
ど
久
子
県
議
が
一
般
会
計

決
算
に
以
下
の
趣
旨
で
反
対
の

討
論
を
行
い
ま
し
た
。
反
対
は

日
本
共
産
党
だ
け
で
し
た
。

草
刈
り
の
予
算
増
な
ど
多
く
を
要
望

ま
た
、
工
業
用
水

道
事
業
会
計
な
ど
大

企
業
優
遇
の
４
つ
の

特
別
会
計
に
反
対
し

ま
し
た
。

大
企
業
に
は
、
一

般
家
庭
の
水
道
代
の

１
４
分
の
１
か
ら
２

４
分
の
１
で
供
給
し

て
お
り
、
ま
さ
に
大

企
業
優
遇
で
あ
り
反

対
で
す
。

日
本
製
鉄
・
エ
ネ

オ
ス
な
ど
が
、
工
業

用
と
し
て
安
く
仕
入

れ
た
水
を
ろ
過
し
て

船
舶
な
ど
に
飲
料
水

と
し
て
転
売
し
収
入

を
上
げ
て
い
る
こ
と

を
、
日
本
共
産
党
は

こ
れ
ま
で
も
批
判
し

て
き
ま
し
た
。

大
企
業
優
遇
に
反
対

県労連・民商・新婦人など団体のみなさんと一緒に、賃上げや平和・教育・

などの問題で３９項目を要望し、県の担当者に実態を訴え協議。23.11.22．


